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1・ 口 路 の 説 明
特  長

・ クラ′ブ回路の採用と.泰 捕悛をliと こし

てありますから,周波雄 勁|=|=と んとあつませ
ん.

機 械的強度にはとくに配慮をしてあります.璧ろ
うなケース. L・ Cポ ッタスの便用で機械,,な振
動に対して|よ びくともしません.

・ 周波数範囲が■5M● からmM。 まで. 全′`ン
'直硫 8蒸になつていますから取り扱いやすくなっ

ています.

・ 出力回路ほ. 。―・ イ´ピーダンス端子と^イ・

インピーダンス端子がでておりますので.お手持
ちの送信機にそのままを能でき

=す
.

・ lt力周波数は3.゛〔oと ,MOの切り換え式にな0
てい
=す
.ЮMOの場合は 8 Noです.

・ 出力電力l,最大251ヽ (36M。 の場つ もありま

すのtエ キサイ 不ヽ足というt]は まったくあ
りません.

・ キ、リブレー 1回路を内蔵してお ,ますので. つ

ねに正職な周波数を詭ふとれます.

・ 完全なスタンパイ回路によ,.メ タンパイのとき
にキャリアの残もようなことはありません.

■美しいデザインとスムーズなダイヤル走行は.あ
なたの ^ム・ライフをい。そう楽しくいたします.

本機の全回路口【,7,1に あり
=す
.軍 1図はプ●

ック・ グイヤ・ グラムです.以下
`プ
。ック別に本

機の説明をいたします.

・発 振 回 路

発根管に6BA6を 使用し.回路|=高安定度で定
評のあるクラ,ブ回路を採用しています.
周波数変動防止|`発腋管 のグリ,F―力 ′―「 と

カンー ド■アース間に大容量のコンアンサを挿入し

ています.これは■極Fl容量変住 対する周世数変

動防止用です.

′
`お
. L・ Cr,タ スによう.発想フイルおよび

′‐,0ン の温度上昇を防いでいますが.あ る■質の

通度」_昇 liさ 1,られません.そ こで発掟●イル|`は
タイト製ギピンを使用して.鉢の影響による変化を

最小限に押え.温度補佼用●ンデンサの併用によう

完壁を期しています.

■番電上の変動に対しては.定C圧放電管 ヽR―

1,MT/OA2を 使って.定電圧回路を構成 し. =
わめて安全な動作をします.

¨
'ッ
ファー (機衝

=`)
び■6を使って^′

フ′―段を設けています.これ

は,振音に大きな負
`,を

かけると.発燎を不安定な
」のとします.そ こで.発振を安定|=す るための

`のです.´ ,`フ ァー量を訊
',る
ことによう.従来の

2ス テーンのVFOよ う.出力は偕加し.① M● 市
でι勁振不足なとをい うことliあ ,,せκ.
ま,■  ′`●ファー段 li FUNCT10Nス イ,チ を,

2



´,'● ― |に切 ,換えること,=よ う.水品,振回
路となう. この水品発振を,oて . 殉波数 1査を正
確
`:餃
正することして

=ま
す.

‐ 籠電力増幅部

■段 |ザ 6AQ5,`よ るt力増幅です.最大出力,:

&5Moで 約 2.57ぁ ,ま す.出力周波数liOじ T
PUTス

`′
チをり
'焼
ぇることによ,.3.Sにせ

7M● になりiすが.6‐ (∞Mo)バ ンドは.この
ス

`,チ
に関係な (.出力|,&5Moです.

出力回路|="'Q5の アレー |か ら直接取 ,出す.
ハイ・ インピーダ′ス端子と.出カコイルの二次を

線より取 り出す. 。―・ イ´ピーダンス端子が出て

嗜ヽ す.このためとのような送信機 ,0も結合するこ

せができます.

・整 流 回路

´リコン整流番の採用「
=■
,発熱が少なく. さわ

めて安定です.ン リコンと並列に入 oている0′ デ
ンサ|!ン リコン保霞と.ス″ス秋´ムの発生を防 ぐ

ための保腰コンデン,です.

」
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[第 1図〕VFO-1のプロックダイヤグラム
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O
2 各部の名称と使い方

o FUNCiON(フ ァンクジ●シ・スイ,テ)
OFPか らSTAND BY「 0し ますo. 電源″1入 り
ネ=― '一

が点火され待期状態を4,ま す.SEND
で高圧が靡 動作漱態となり■す.

CALの位置で
`'0の
′,,II=を した水品が発

燎し.受麟 と組み合わせて周該欧敦正すること
``~=ま

す.

, CAL XTヽL

周波数牧正馬水品′′,|(FTつ 4の
c TUNlNG
同鋼ッ●ミ

こ OUTPUT
出力用減 切り豫ススイ′チ.80● ,ぅ lo‐ ま
~0■ ′「 のとさ.送信機

`=よ
って VFO出 力を

3':● 書た|:7Mo.=切 ,換えます.

O BAND
バン 1● スイ,チ. 80■(3.5M● )1画 然 ,`o)
′` ン
=.“
m(7MO)'1ヽ 14Mo)16m(21Mo)

六ツ
=.そ
れに

“

G∝t)六 ン「の3六 ´ドに
′
`っ
ています .

o OUrPUT HIGH

^イ・ インど―ダ´ス出力培子

c, OUTPUT LOヽ 1
●―・ インピーダンス出力喘子

O REMOTE
,■ ― |・ ●ント●―ル用端子.送信機のスタン
パイ用 リレーに接 きち VFOと 送信機 と,■可時 ,こ働
くようにし

=す
.

C, と.―ズ

lAの 0の を使用 します.
⑩ t源 ロー |
A. Cl∞ V.●1ヽ∞。わ .

― ` ―

O
|      |

② 0



& キッ ト以外に購入する部品
真空管 6B A6 2本 .6AQ6 1本
定電圧放電管 VR■mMT′OA2 1な
4・  組み立てに必要な工具
エ タラストライスー (3● ,,用)
0 ■ ,ス _

ヽ  ラジオ・ ベ ンチ
d. ハング・ ●テ OW～ 4Wの ものがよ つヽ
ヽ どンt,1
t a''0'ナ ′ド回 し
よ どのこまかいヤス リ
L プライヤー

エ .組み立てと配線
発振回路の部品配0と配線は.実体図とお,1=行
′.い ませんと.周波数日盛が合わな tヽと があ,ま
す,o.実体図とお,忠実に配線してくださ ■ヽ
部品がフラ・ フラするような配線をしますと.不
安定′●ばかりでなく.周崚 動の原因にもなりま
すから. ガ,チ

"線
をしてください(第2図参照).

とくに^ン ダづけについては. し,う すと̂ た て

は.完全に性能を左右します.性能をlm多 発揮さ
せ. セ,卜 を長寿命l=す るためにも. し,,ず

'=手
どわよく^ン ダづけを行なってくださ 、ヽ

[第 3図 ]ワ ,卜・ メーター代用重球
調整のしかた

まずL・ Cボ ,タ ス,=置 をしめ. ピスでし0か り
上あてくださヽヽ

FUNCT10Nス ィンチをSTAND BYの 位置|=し
ますと.パ イ●,ト ランプをと―ターがつきます .
真空管|`liま だ高圧 liかか ,,せえ.● ′ ・ヽ ′
―ター代用の豆球をOUTPUTの LOW出 力側|==
し込み.FUNCT10Nを 駆 NDに し豪す.
この状態‐ 各真空管の■圧を測ってみまし,'
配線図に記入されている電圧に近けれ |」OKです.
次に出力回路 の トリマ‐TCIを 回 します と.

0』″UTに つないだ豆球oし ,ヽと つく点があり
=

す. これで本機|が正常に働いていることがわが,=
す.次に周波1漱較工をします.
BANDス ィ,チ と{nЮコ l`し て.受信機 を奉
機のとなりにお

=. &Ы
ИO付近を厠いてみます.

受信機のダイヤルを回していくと. ある点確 調

の電波が受かりますから. VFOの ダイヤルを勁か
して.VFOの 出力であることを確認 します.
次,`CムLの水品 ツケット|=3.5Moの アゥチ‐ア

・
^ン
にヽ入る水品を神 し.■■NCTIONを CAL

の位置「
=お
さます.この状態でVFOは .ネ品発掟

回路と自励発振回路が働 .ヽていること,=な ります.

水品鏃 周波数を受信して.VFOの ダイヤルを
水品の周波数に合わせ. トリ■― TC,を

'ラ
イ^

―で回していさます.そ ,す るとある点でビー ド書
が聞こえますから.セ ●ど― |の点で |り ‐―を回
定します.これで 3.5Moと おMO^′ ドの周波数
校正ができたわけです.

次に BANDス イ,チ を
“

～

“

叫 し. VFOの
ダイヤ′レを7M● ′`ン

'で
.水晟の 2倍の周量数に

合わせます.た とえばネ肋 13.51oMoの と
=|=.グイヤルを■00ヽ【ol=合 わせ■す. そして ヽり‐―

TQを 回してせ 0ピー ドをとればよ■のです.こ
れで ,Mo～ ,lM● ′|ン ドの餃正ができなした.
6mバ ントのとさ,,.8Mで 台の水品ならlr.発根
周ユ数の6倍.4Mo台 なら

`■

2僣の周諏 にVF0
のダイヤルを合わせ.前回と同し要領で餃正 l.,す .

a 調    整|         
‐

調整に必要な測定器

ヽ  テス,―
b. ワ,卜・メーター●用の豆球 (第 3図 )
∝ 3.'た と綱

`0 
または 8Mo(an用 )のハム・

スレ 1に入る本島 (FT●43)

ピン

'●
,'

―塁聯=こ=

,V受球

″ ,ヽダ

,、 ,アゼて

,‐ド掟

`,"|イ

て,`′ ●ヽア
,1,`0

〔第 2図〕′ヽ ンダづけのし方

配線は,イ ヤーエ程.CR配 :●工捏^順
にしため|

oて.芙
`ヽ

図と工捏家のと,・ )行な ■ヽ す.配級リ
ー
「
1請定の長さに切り.番号にしたがって配線し

配線しながら図面に色ユ′ビツなどでチ ,・ 夕し′.

がヽ行ないずすと.見落しもなく完壁で,
なお.取 り扱 う周波数が高いため. C.Rの配線

`,oと
よ1. リード線が●イ,●のi.,1を した,tt

すので
'―
|は最短巨離で配線することを■が

'す
て

くださ ■ヽ

配線が全部十みました,.誤配機 配線おち′.と
をよく刹^て

かぅ刹

“

します.

‐_●

‐
●
●

ヨ:∋ e薔ョ

`



た 送信機へのつなぎ方

あ′.たの部 機のVFO人 力回路1,第
`図
.

I=第 5図のようにな0ていることと思■
=す
.

ォ TX‐

“

A送信薇
'1第
4日の回路です.

ス

`ュ
=

[第 4国]送信崚 ■́0つな書方 〔露 :図〕

第4図の場合|=. VFO出力I=′・ イ・ イ′ピー/
ンス喘子を使い

=す
.撥続 リー ド|=同 輸ケーブル.

あるいは,レ ビ・ アンテナ用の鰤 Ω フィーダーの

ような浮遊容量め′

'な

いものを使用します.長さI!

,0以 下で接続するように してくださヽ`.また.
,ジ ォ用ンール

「 線
は識 容量が非常に多く (lm

につきまゆ F`あ ります)不適当です.
第 5図の場合は. VFO出力の●―・ インピータ
ンス端子を使用します.この場合は接績リートが相

当長 くてt使え
=す
ので.送信織とVFOを 離して

選羹●換オ ンタジ●ン・本ツクス0●
'方
AR   A

配aするような鰐合は.お信機を第 5図のよう′.回
路にするょうお推めし,す. リー 1燎|,同輌ケープ

ル (た とぇば3(2V),1速切ですが.テ ンピ・ フ
`

―グー. ラクオ用ンール「線でも使用で
=ま
す.

送信機(`リ ー 1線を接いだ状態■ 励振が最大
`=

なるよう (送信機のグリッ罐 流
`1最
大)卜 .,マ ー

TC`を調整してください.TC`|=一つのパ´ |の

中央でセ● |すれ,■ 他タ ンド↓自動的に調整さ

れます.

o. VFOを 使 った′ヽム局の運用
送信崚.受信機.VFOと t,田 増えて

`ま
す

と.結縁 t混雑し. ,一 |がからまったりしますが

ら.結線は堅領よく行なってください.結線の一例

を第 0図に示します.VFOの リモート端子は.送
信機のスタン′|イ ●リレー|`接統し送信機とVF0
1,一度,=働 く よ 】 =tは す.

さあいよいよ●餃を発封してみまし,う .

受信機で ^ム ¨ |´ |を受信し.跛も電謹 を出し
て‐ない ところをスつけたら.VFOのFUNCT10N

をSTAND BYヵ・ち SENDと し. VFOの ダイヤ
ルを回すと. VFO出 力が受かりますから.VF0
の FUNCT10Nを STAND BI I=も としてから,
送

`=機

のスタン
^イ
・ スインチをSENDと し,す .

また
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送信機と同|),|=VFOし 働き.水品●,と さと変 ●●

促 波がでるでし,う .

VFO● ,|り ‐― TC`1,.最 も励級のかかると
ころに固定 し,す .

相手局ヽ月波数を合わせる(キ ●
'ブ
●― |す る)

には.相手局を受信した′|ら VFOの ス を動かせ
(FUNCT10Nを SENl'す る). アイヤ′●を■■し
て,1手 局の電波をヤ●ビー トすれ 11■ .ヽので十. そ

して ‐ NC,10Nス ィ,チ ,tSTAND BYに 戻 し
てお ,■ す.こ れで責方 lt′ ヤチ_｀ ―・ンドのぜ

こえで 0電波を発射すること
'|で
きま■ .

′,お.本構のネ品発振回路 H. キ●1プ レー ト
`]ですから.水品で運用する場合 |」 . vFoを OFF

に して送信機に本品 をさして くださヽ
=

また. VFOは 電源 ●́入れてから.約 30分 くらい
で完全|`'´定状態にな ,ま す.ですかっ使用するり

0^0,

,,^`

,_ ,

●Rl,|ヽ ■/0,2

4′ イヽ0,ト ランブ
ダイヤ′●照明のスイ●´卜・ ランプは. 8Vの豆

球をき使用ください.

5. 雲 抗 攘
抵抗交換のとき,ヽ 前の抵抗ようェ10%以内の誤

差であれ
''実
用■ |しつかえありません.た とえば

2К クのところ|="K'を使ってしかまいません.

vro-1定  稿

^ン
ド     リ]酸歓

周ェ致目盛  m‐    3.ぃ 、 ■.mMo

40''   7.0,-7“ oMo

20■.  14.0,ヽ 14.3`Mo

15,,    21.∝)ヽ 21.45ヽイ●

10o,  器.∞―
".,Mo

“

,  m.∞ 、■ ω :ヽ
`o

発娠周波数  3.5ヽ40Mo(8o、 1●●′`ン1)

■5～ 3.“Mo(4o2Q15ぬ メンド)
41“ヽ460Mo“ Ⅲスン

')
クラ,ブ回路

8.5Mo.,M● 切換式 (8oヽ lm沐 ン
|).&5Mo(●"^ン =)
最大 2.5W
V16BAO 発 振

V,6BA6  パソファー
`』.発擦

V16AQ`  電力増幅
V,VR‐ 150M T′ O A2定 ■圧放電憲
A.Cl∞ V.=0ヽ mO′

'

“

VA
椰劉 ×高 lmヌ 奥わ°・・0(¨

"5.9k文

出 力 電 力

薇用栞空菅

源

力

さ

量

疑
を

電

消

大

重

― ` ―

`0ヽ
0

発 振 方 式

田力周波数

[第 7図]タ イヤルひものかけ方

分 くらい前に電源 を入れ.動作させるよう|=し ます
とFBです .

9. 保 守に つ いて

■ ケースか ら取り 出すとき
ケース底部の 4ほのビスを(1ず し. うしろから押

し出せげ ´●~ン を取り出せ ,す .
2 タイヤルのイ、かけ
ダイヤ′●の糸が. もし切れた場合 ,=第

'図
のよう

な順序で掛|,=す .糸 ,」 ダイア●専用^ル |を ご使
用くださ ■ヽ

3 と、―ズの交業
ヒ・ ―ズ

"1切

れた場合
'`. lAの

イラスき入 りの

こ
・ ―
ズと交換 しオ t. ビ.―メ I」 . ビ,― ズ・ ホ

ルダーをよ
``=わ
し,オ t. 取 ,I」 せ 」す .

なお. ●・ ―掛 切●′1場合ll. =.― ズの切れ

た原因 をよく調ヽ.故障のとき|よ完全修理をして,
らヒ.― ス交換 をするように して くだ 0ヽ ■

',.― ―‐――・ ―― ,、■

|
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itく 働か′

“「

国の うち

,0%1織配線によるもので,.
配で終了後

'i
入を,,配線口●ふ くらべて

一簡所でも訣 りや未配線の面煎
=

ないかを確認 しましょう.

●電 源 都
〔定状〕 雌燎を入れるとヒ・ ―スがとぶ

〔原因], 電源トランス回,の訳配線
2 電源 コー ドの技

"固
所の誤 ,

3. B回路のク,― |
V.Ⅳ
``g,●

,ス,― ,C,●
`

v.● ´ル ■ヽ■
●OCI,ソ
`V●。ア,,ドヽえ
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グリッ|■  ,■
|:`●
1´デ,,,人 ,、
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[第 2図 ]′′リット1電流の計り方(発筵の確ヨ,)

●終   段

“

状〕 V,6BA6が発振しない
〔

「

因〕 1. μ空管不良
Z 発最●イ′●

=た 'i'レ
タンサの接続■

=).正
常に発振 tて ちヽ とき

".V16BAIの
グリット・ リータ嚇 は約鋤 A(第2図参照).

く注 2 正常に働|.ている綺合の6AQ5のグリ
ント‐
'~夕
電流|』約2∞″Aです.

〔症状〕

〔原囲:

発振は正常だが周波数が大幅にずれてⅢる

1. 温世補衡●ンデンサの接続の間違¨

2 L・ Cボ ,ク スの五としめていない

〔症状〕

[“因]

●発振と′くンフア
~

“

払う F収で T10Nを C■Lに しても.本品が発
振しない

「第1国〕シリコン璽詭番の極性

(注

出力
"サ
4‐

1. 出カ リー ドリ
'長
すぎるとさ (摘失が増

して励撻101弱 くなる)

2 ドリ●― TCI"1同調 していない

1)TC.1='WS 7M● . &夕 1`● の三

トラカ レ・ シューティング

VFO_1

TROUBLE SHOOTINC

転 □〕 1. V,6BA 6の不良
2 ネ品が不良〈破損)し て‐る
3.「uNCT10Nス ィッチ の機 続間違い

〔定状〕 FUNCT101 スィ′チ= SEND 
にして

も.真空管l`高圧がかからない.

〔環国〕 ■ ンリ'ン整流器の枢性逆 (第姻 ,照)
2. B回路の誤配線

(症状〕 ´`ワー・ トランスが,′
`る

[原因]1. |ラ ンス締,じ ピスのゆるみ
2 B回 路. `― ター回路の レ・ ― .ヽ ま
た|=ン ●― 卜のしかか

'.
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周′なのうら一つの周波象で同呂をと

れば.liかの周波家は自動的に同調し

`す
.同調をとると

=11.OUTPUT
端子 |`出力」― 陸 機続した状態で行

な0て くださ 、ヽ

f根

:i::::4手
I::i[]:::

:;|,1に 送ィ
=機 li握:してくだ

iド
2 'メ晶
[:::::::::lli〔

li
i[:「1端子

〔原因〕

〔症状〕

〔原因]

ひ Q5が 自己発板また1:寄生撮動をおこす.

1. 自己発娠′,と き|=.グ リ,卜 をブレー

・つ配線が機近しすぎるためてすから

構台し
'Ⅲ
よう隆して配嫁してくださ

ム 寄生振動のとき
`t.送
信曖 同じよう

に^''′ を入
れます (第 3図 ).

〔症状〕

〔原因〕

不足

トリマーTC`が同調していなヽヽ .

螢脚 ―ド不適当 (・出力が少なヽ́

の項参粉
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“

状〕送信機のスタン′`イ・スインチどSENDに

しても.VFoが
"か
ない.またRECElVB

I=し てもVFOが 切れな 、ヽ
い 因〕 1. VFOの 回 MOTE喘 子の誤配線
ι □ MOTE接続リートの誤

'・3 逮献 ,レ ー接点 (VFOス タ´′|イ

用の不良)
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〔第4目]VFOのつなさ方
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●送信機に接続したときの トラブル

し 状]VFOを つ4ぐ と送信機が不安定. または
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